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　フィリピン共和国エイズ対策プロジェクトは、1996年７月１日から５年間の協力期間

において、エイズ中央共同ラボラトリーを拠点として、同ラボラトリーおよびそれに連

なるリファレルシステムの確立、保健所レベルでのエイズ予防対策機能の強化を目的と

して協力が開始されました。

　このたび、協力期間３年８カ月あまりの時点でこれまでの活動を確認し、本プロジェ

クトにかかわる専門家とカウンターパートに必要な助言を提供し、また、本プロジェク

ト当初の目標を達成するために必要な事項をフィリピン共和国側関係者と協議するた

め、国際協力事業団は2000年３月12日から３月16日までの日程で、大阪大学名誉教授栗

村敬氏を団長として、巡回指導調査団を派遣しました。

　本報告書は、上記調査団の調査結果を取りまとめたものです。ここに本調査にご協力

を賜りました関係各位に深甚なる謝意を表します。

　　平成12年４月

国際協力事業団　　

理事　阿 部 英 樹















略　語　表略　語　表略　語　表略　語　表略　語　表

AIDS Acquired Immunodeficiency Syndrome 後天性免疫不全症候群、エイズ

BRL Bureau of Research and Laboratory （保健省）研究・検査局

IEC Information, Education and Communication 視聴覚等を含めた啓蒙普及

NGO Non Governmental Organization 非政府組織

PCM Project Cycle Management プロジェクトサイクルマネジメント

PDM Project Design Matrix プロジェクトデザインマトリックス

RITM Research Institute of Tropical Medicine 熱帯医学研究所

SACCL STD／AIDS Cooperative Central Laboratory エイズ中央共同ラボラトリー

SLH San Lazaro Hospital サンラザロ病院

STD Sexually Transmitted Disease 性感染症
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１．巡回指導調査団派遣１．巡回指導調査団派遣１．巡回指導調査団派遣１．巡回指導調査団派遣１．巡回指導調査団派遣

１－１　調査団派遣の経緯と目的１－１　調査団派遣の経緯と目的１－１　調査団派遣の経緯と目的１－１　調査団派遣の経緯と目的１－１　調査団派遣の経緯と目的

　フィリピン共和国（以下、フィリピン）保健省の発表によると、同国のＨＩＶ感染率は一般大

衆においては0.1％未満であり、現時点では低位ではあるが、ＳＴＤ罹患率の高さと、海外出稼

ぎ労働者におけるＨＩＶ感染率の高さから、今後急速にエイズ感染が拡大する危険性がある。

フィリピン保健省は、1993年から第２次エイズ／ＳＴＤ対策中期計画を実施中であるが、そのな

かで性交渉によるＨＩＶ感染予防強化を重点目標のひとつに掲げている。一方、日本政府は、

1993年７月の日米包括協議および1994年２月の日米首脳会談における「地球規模問題イニシア

ティブ（人口／エイズ）／ＧⅡ」を受け、米国政府との間で合意されたコモンアジェンダの協力の

重点国の一国として、1994年度から本分野における同国への協力を開始し、数次にわたりプロ

ジェクト形成にかかる調査団を派遣した。

　このような背景のもと、フィリピン政府はエイズ／ＳＴＤ分野におけるプロジェクト方式技術

協力を要請し、わが国は1995年11月に事前調査団、1996年３月に実施協議調査団を派遣し、1996

年７月１日から５年間の予定で「エイズ対策プロジェクト」が開始された。

　開始後３年８カ月が経過した現在、プロジェクトの進捗状況の把握と実施上の問題点を調査検

討し、終了時までの協力計画策定の指針を得るために、フィリピン関係者と協議を行う目的で巡

回指導調査団を派遣した。特に、プロジェクト終了をにらんでどこまで協力を行うか明確化し、

今後の協力のあり方について先方の意向の確認を行った。

１－２　調査団の構成１－２　調査団の構成１－２　調査団の構成１－２　調査団の構成１－２　調査団の構成

　　　　　　担当　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　所　　　属

　団長　　総　　括　　　栗村　　敬　　　大阪大学名誉教授

　団員　　協力計画　　　伊藤　賢一　　　国際協力事業団医療協力部医療協力第一課職員
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１－３　調査日程１－３　調査日程１－３　調査日程１－３　調査日程１－３　調査日程

日順  月　日 曜日 　　　　  　　　　　　移動および業務

 １ ３月12日  日 移動　関西→マニラ（栗村団長／TG621）

移動　成田→マニラ（伊藤団員／JL741）

 ２ ３月13日  月  9：00　ＪＩＣＡフィリピン事務所表敬

11：00　保健省次官表敬／協議

14：00　合同調整委員会の準備打合せ

 ３ ３月14日  火  9：00　プロジェクトとの打合せ

13：30　合同調整委員会

16：30　ミニッツ署名・交換

 ４ ３月15日  水  9：00　ＳＡＣＣＬでの指導

11：30　バイオセーフティーレベルＰ３ラボラトリー開所式

16：30　日本国大使館報告

 ５ ３月16日  木 10：30　ＪＩＣＡフィリピン事務所報告

移動　マニラ→関西（栗村団長／TG620）

移動　マニラ→成田（伊藤団員／JL742）

１－４　主要面談者１－４　主要面談者１－４　主要面談者１－４　主要面談者１－４　主要面談者

　(1) フィリピン側関係者

　　　　Dr. Alberto G. Romualdez, Jr. Secretary

　　　　Dr. Milagros L. Fernandez Undersecretary for Office for Public Health

　 Services

　　　　Dr. Loreto B. Roquero Director Ⅲ, National STD／AIDS Prevention and

Control Program

　　　　Dr. Remige A. Olveda Director, BPS／RITM／CNC

　　　　Dr. Emiliano Aligui Director Ⅲ (Acting Director), RITM

　　　　Dr. Veneracion D. Pacis-Munar Director Ⅳ, BRL

　　　　Dr. Benito F. Arca Medical Center Chief Ⅱ, SLH

　　　　Dr. Dorothy May Agdamag Chief of Laboratory, SACCL

　　　　Dr. Ma. Theresa Singh Medical Officer Ⅳ, SACCL

　　　　Mr. Dune Aranjuez Officer, National Economic and Development

Agency
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　(2) 日本側関係者

　　　　在フィリピン日本国大使館 福田　　光　一等書記官

　　　　ＪＩＣＡフィリピン事務所 小野　英男　所長

黒柳　俊之　次長

吉田　友哉　所員

　　　　エイズ対策プロジェクト 寺岡　　宏　チーフアドバイザー

寺崎　義則　調整員

森松　伸一　専門家（ウイルス学）

山城　吉徳　専門家（ＩＥＣ）
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２．総　括２．総　括２．総　括２．総　括２．総　括

　本調査団は、合同調整委員会を通じてこれまでの活動の進捗状況の確認、今後の計画（特に終

了時を見据えた計画）、今後の協力可能性についての先方の意向の確認を行うことを本務とする

が、その要点については３章を参照されたい。以下、同章との重複を避けて記述する。

　本プロジェクトの拠点であるＳＡＣＣＬは、アメリカ海軍研究施設跡地（ＮＡＭＵＲＵ）を利

用、フィリピン側からの正規職員配置という形ではなく、ＢＲＬ、ＳＬＨ、ＲＩＴＭの３機関か

ら持ち回りで人員および予算配置するという合意のもとで開始した。実際には、ＳＬＨから３名

（医師２名、検査技師１名）、ＢＲＬから２名の人員提供がなされ、本プロジェクト前半は体制

の整備、保健省内におけるＳＡＣＣＬの位置づけ、検査技術や視聴覚教育（ＩＥＣ）教材の作製

に向けての指導などに重点が置かれていた。現在は、バイオセーフティーレベルＰ３ラボラト

リーが完成し、保健省の組織改編（Health Sector Reform）に伴い、ＳＡＣＣＬに対する正規

職員の配置（現在、ＳＡＣＣＬの正規職員はＳＬＨ職員という位置づけ）が確実となった。ま

た、正規職員の配置・増員に伴って、ＳＬＨの施設の一部の提供も確実となり、スペースも広が

ることとなった。フィリピン保健省のロマルデス保健省大臣、フェルナンデス次官、ロケロ国家

エイズＳＴＤプログラム委員長、アルカＳＬＨ院長など責任を負う要人の、本プロジェクトに対

する期待およびフィリピン側からの努力はこれまでにないほど大きなものであった。また、在

フィリピン日本国大使館福田書記官の評価もこれまでになく高いものであり、プロジェクトの成

果がフィリピン社会全体から高い評価を受けていることがわかった。

　今回、合同調整委員会でフィリピン側から次期協力（フェーズ２）の要請について説明があ

り、追って正式要請を受けてから実施の可否が検討されることとなるが、もし継続してフェーズ

２に入ることができれば、ＳＴＤ／エイズ対策に対して大きな成果が目に見えるものとなり、こ

のプロジェクトの完成を期待できる状況にあると考えられる。

　以下、重要と思われる点を項目別に述べるが、いずれもフィリピン国内にある、またはフィリ

ピン側がもっている専門技術を最大限に活用し、少数の日本人専門家に偏って依存しないことを

主眼にしている。

　(1) ＲＩＴＭとの関係

　　　ＳＡＣＣＬがＳＴＤ／ＨＩＶについてはリファレンスセンターの機能をＲＩＴＭから引き

継ぎ、ＳＡＣＣＬの名称はそのまま用いることができる（ＲＩＴＭオルベダ所長、アリグイ

所長代理が確認）。

　(2) 新しい人員配置

　　　正式に予算が財務省を通過した後に実施される予定である。2000年３月末（フェルナンデ
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ス次官の発言）という見通しもある。

　(3) プロジェクトで雇用している人員

　　　ソランテ医師は正式にＳＬＨ医師としてプロジェクトに協力することとなった。また、新

しい人員の配置の状況により不足分について、プロジェクト雇用人員の正式採用の協議を

フェルナンデス次官と行うことになっている（アグダマグＳＡＣＣＬ所長談）。その際に

は、日本でカウンターパート研修を受けた成果を反映するよう要望した。

　(4) 建物のスペース

　　　人員の増強とともに必然的に起こるスペースの不足は、ＳＬＨの会議室の使用、増改築部

分の提供などで解決できる状況にある。

　(5) 分子生物学的技術

　　　分子生物学的技術の向上については、日本人専門家に頼るだけでなく、フィリピン国内で

の協力を得るためフィリピン大学理学部分子生物学研究所（サロマ助教授のグループ）と交

流を図るよう努力した。

　(6) ＮＧＯとの協力

　　　フィリピンエイズ学会（Philippine Society of AIDS）、感染症学会、非感染症学会の

専門家と協力することでＩＥＣの全国活動を可能にする（モンソン・エイズ学会長談）よう

になってきている。
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３．合同調整委員会の協議事項３．合同調整委員会の協議事項３．合同調整委員会の協議事項３．合同調整委員会の協議事項３．合同調整委員会の協議事項

　先方と合意に至った事項については附属資料①ミニッツのとおりであるが、同ミニッツ記載事項

について主要な論点は以下のとおりである。

　(1) ＳＡＣＣＬの位置づけについて

　　　ＳＡＣＣＬの保健省の組織上の位置づけについては、保健省で進行中のHealth Sector Re-

form（後述）のなかで独立した組織となるという説明と、ＳＬＨの管轄にあるという説明が

なされてきた。今回の説明では、現状が予算・人員ともＳＬＨから支弁され、役割はＳＴＤ

のリファレンスラボラトリー、ＨＩＶ確認検査のサテライトラボラトリーであるとの由で

あった。Health Sector Reform後は、National Laboratory Network Center構想のもと

でリファレンスラボラトリーとして独立した組織となり、予算・人員配置とも独自にされる

見込みである。

　(2) これまでの活動について

　　　ラボラトリー部門では、建物の改修・Ｐ３ラボラトリーの完工、ＨＩＶ・クラミジア・ヘル

ペス・肝炎・日和見感染症等の実験室診断、各種研究の実施、トレーニングコースの実施など

が順調に行われてきた。また、予防教育・ＩＥＣ分野では、ＩＥＣパッケージの開発、フリッ

プチャートの制作、ビデオ教材の開発等が行われてきた。これまでの活動ではプロジェクトの

基盤整備から各々の基礎的な技術移転まで比較的順調に進捗してきたものと考えられる。

　(3) 今後の計画について

　　　前述のように保健省からの投入をより多くして終了に向けた取り組みをしていく。全体と

しては中央の機能強化を中心とした活動を行う計画であり、ラボラトリー部門では、ＳＡＣ

ＣＬの検査機能向上のためのＰＣＲを用いた向上、培養等Ｐ３ラボラトリーを活用した検査

機能充実、さらなる研修コースの実施を行う。また、予防教育・ＩＥＣではパッケージの普

及、ビデオ教材の開発等を行う。また、アウトリーチのため保健省と共同してAIDS Soci-

ety of the Philippines、Cebu Medical Society等ＮＧＯ団体と連携してSocial Hy-

giene Clinicへの展開や予防教育・検査機能を広げていく。

　(4) ＰＤＭについて

　　　1999年６月にＰＣＭワークショップを開催し、協力開始当初に作成したＰＤＭをさらにブ

レークダウンして新たなＰＤＭを作成したが、これを補完用ＰＤＭとし、終了時評価に向け

てモニタリングするためのＰＤＭと位置づけた（当初のＰＤＭに代替するものではない）。
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４．調査団所見４．調査団所見４．調査団所見４．調査団所見４．調査団所見

　合同調整委員会で双方合意に至った点および論点は３章に記述のとおりであるが、同委員会で

議論され、ミニッツとしては残さなかった点を中心に述べる。

　(1) 保健省の組織改革について

　　　保健省は現在Health Sector Reformおよびre-engineeringと称し、組織改編を進めて

いる最中であり、カウンターパートであるＳＡＣＣＬもその対象となっている。疾病予防対

策に関しては、前述のとおりNational Laboratory Network Center構想のもと、結核、

ＳＴＤ、エイズ、マラリア、デング熱等のリファレンスラボラトリーがそのネットワークを

構成することとなっており、ＳＡＣＣＬはＳＴＤとエイズを扱う機関となる予定である。機

能的には、精度管理、計画・基準設定、下部機関への技術支援・能力向上、他機関との連

携・調整を行うこととなっている。いずれにせよＳＡＣＣＬには独自の人員・予算が配置さ

れ、特に人員については現行他機関からの配置換えも示唆されており、おおよそ５～10人程

度増員される見込みである。増員に伴い場所が手狭になるが、ＳＬＨ等の場所も手当される

との言質を得ている。この動きそのものは現在承認待ちの状態であるが、注視するとともに

いざ実施となった際に、今回説明のあった措置が的確になされるよう求めていくこととした

い。

　(2) 今後の協力方針について

　　　今回の合同調整委員会では次期協力（フェーズ２）についての先方の意向が示された。わ

が方としては正式要請を受けていない立場のため聞き置くのみにとどめコミットは避けた

が、内容としては、国家エイズＳＴＤ予防対策プログラムのもとＳＡＣＣＬを実施機関と

し、フェーズ１の成果をもとにした対象地域の拡大、ネットワークの拡大、私立機関との連

携、精度管理を行うものである。先方の説明では、大臣決裁を終え国家経済開発庁で審査中

との由であり、採択検討は正式要請後に行うこととなるが、今後の要望調査のスケジュール

を説明するとともに、まずはフェーズ１での成果を取りまとめて示すことが重要であること

を当方から申し入れた。





附　属　資　料附　属　資　料附　属　資　料附　属　資　料附　属　資　料

①①①①①　ミニッツ　ミニッツ　ミニッツ　ミニッツ　ミニッツ

②②②②②　合同調整委員会議事および先方議事録　合同調整委員会議事および先方議事録　合同調整委員会議事および先方議事録　合同調整委員会議事および先方議事録　合同調整委員会議事および先方議事録

③③③③③　前回合同調整委員会の議事録　前回合同調整委員会の議事録　前回合同調整委員会の議事録　前回合同調整委員会の議事録　前回合同調整委員会の議事録

④④④④④　ＰＤＭ補完案についての先方資料　ＰＤＭ補完案についての先方資料　ＰＤＭ補完案についての先方資料　ＰＤＭ補完案についての先方資料　ＰＤＭ補完案についての先方資料

⑤⑤⑤⑤⑤　プロジェクト紹介パンフレット　プロジェクト紹介パンフレット　プロジェクト紹介パンフレット　プロジェクト紹介パンフレット　プロジェクト紹介パンフレット

⑥⑥⑥⑥⑥　Ｐ３ラボラトリー紹介パンフレット　Ｐ３ラボラトリー紹介パンフレット　Ｐ３ラボラトリー紹介パンフレット　Ｐ３ラボラトリー紹介パンフレット　Ｐ３ラボラトリー紹介パンフレット

⑦⑦⑦⑦⑦　保健省将来計画の一部　保健省将来計画の一部　保健省将来計画の一部　保健省将来計画の一部　保健省将来計画の一部
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